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【研究の背景・目的】 
芝が輪状に周囲より繁茂あるいは生育抑制され、

後にキノコが発生する現象を「フェアリーリング（妖
精の輪）」という。研究代表者らは、この現象を惹起
する２つの物質、 2-azahypoxanthine （ AHX ）と
imidazole-4-carboxamide（ICA）をフェアリーリングを
引き起こすキノコから得、AHX の植物中での代謝産
物 2-aza-8-oxohypoxanthine（AOH）をイネから発見し
た。その後、これらの物質群は植物に普遍的に内生し
ていることがわかり、圃場試験においては農作物の
収量を大幅に増加させた。これら３種の化合物（フェ
アリー化合物、fairy chemicals と総称、FCs と略称）
はプリン代謝経路上で生合成されることが明らかに
なっている。本研究では、この生合成・代謝経路の全
容を解明し、あらゆる植物そして菌類に共通な新し
いプリン代謝経路を明らかにする。また、植物とキノ
コを用いて FCs のシグナル因子・受容体解明とそれ
らの生合成酵素欠損株の作出等によって、活性発現
分子機構を明らかにする。以上の検討によって FCs
が新しい植物と菌類のホルモンであることを証明す
る。加えて、農業への実用化を目指し、作物の栽培実
験を通して効果と作用機構を検討し、さらに有機合
成化学によってより高活性で安全な FCs 誘導体を創
製する。 

 

【研究の方法】 
以下に概要を箇条書きにする。 

1. FCs の新「植物・菌類ホルモン」としての証明 
1.1. FCs のさらなる代謝産物の単離、構造決定を行

い、生合成経路の地図を広げる。 
1.2. FCs が生理活性を示すシグナル因子、受容体を

探索し同定する。イネやシロイヌナズナを用い
て、同定されたシグナル因子、受容体の生合成
欠損株の作出によって、シグナル伝達経路を解
明する。 

2. FC の農業分野等での実用化のための基礎研究 
2.1. FCs が劣悪環境（高温・低温・乾燥・高塩濃度等）

への耐性を植物に付与する分子機構を解明する。 
2.2. 有機合成化学によって、より活性が高くより安

全な FCs 誘導体を創製する。 
 

【期待される成果と意義】 
旺文社生物学事典では植物ホルモンは７種とされ

ている。しかし、我が国で発見されたホルモンはジ
ベレリンのみである。FCs が新しいホルモンと認知
されれば、我が国オリジナルの２番目の植物ホルモ
ンとなる。また、本研究によって FCs によるイネ、
小麦、ジャガイモなどの主食系作物の収量増加効果
の分子機構が明らかになれば、FCs の農業への実用
化の道を拓くことになるであろう。 
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